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	製品名: ホスホピルビン酸脱水素酵素E1-αサブユニットウサギモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMRe87115
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	応用
	抗原情報
	背景
	ピルビン酸脱水素酵素（PDH）複合体は、核コードされたミトコンドリア多酵素複合体であり、ピルビン酸からアセチルCoAとCO2への変換全体を触媒し、解糖系とトリカルボン酸（TCA）回路を結ぶ主要な経路となっている。PDH複合体は、ピルビン酸脱水素酵素（E1）、ジヒドロリポアミドアセチルトランスフェラーゼ（E2）、およびリポアミド脱水素酵素（E3）の3つの酵素成分の複数のコピーから構成される。E1酵素は、2つのαサブユニットと2つのβサブユニットからなるヘテロ四量体である。この遺伝子は、E1活性部位を含むE1α1サブユニットをコードし、PDH複合体の機能において重要な役割を果たしている。この遺伝子の変異は、ピルビン酸脱水素酵素E1α欠損症およびX連鎖性リー症候群と関連している。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写変異体が見つかっている。[RefSeq提供、2010年3月]
	研究分野
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	ホスホピルビン酸脱水素酵素 E1-α サブユニットウサギモノクローナル抗体を 1:1000 で使用した 293T 細胞抽出物のウエスタンブロット分析。
	

	AMRe87115 を 1:1000 で使用して HepG2 細胞抽出物をウェスタン ブロット分析しました。

